
ArgentinaArgentina
会　場

期　間

日　時▶2018年11月15日（木）
17：30～19：00（17：00開場）

場　所▶アイパル香川（高松市番町1丁目11－63）
演　者▶ブスケダ・エテルナ

川端美都子 氏（香川大学経済学部准教授）
対　象▶一般
定　員▶100名（参加無料）



　南アメリカ大陸に位置するアルゼンチンの文化は、人々が熱狂するサッカーのようなスポーツや、哀愁漂うタンゴなどの音楽を通
して、日本でもよく知られている。しかし、国土面積約280万平方キロメートル（日本の約7.5倍）を有するアルゼンチンでは、地
理的また歴史的影響から非常に多様な文化が醸成されてきた。ボリビアと接する北部の山岳地帯では先住民文化が色濃く見られる一
方、空の果てまで続くようなパンパ（平原地帯）では、放牧された牛馬の横で、ガウチョと呼ばれるカウボーイたちの暮らしが続い
ている。また、首都のブエノス・アイレスでは、19世紀末の移民がもたらしたヨーロッパ文化と現代文化が混在している。そこで鳴
り響く音楽も例外ではない。先住民楽器でキリスト教行事を祝う音楽が山間に鳴り渡ると、ギターとボンボ（太鼓）のリズムに合わ
せた、ガウチョに扮したダンサーたちの靴音が平原に響く。都会の目抜き通りの角でタンゴが聴こえると、廃工場を改造したクラブ
では若者たちの熱いダンス音楽が朝まで続く…。本企画展では、18年に渡るアルゼンチンでのフィールドワークのなかで撮影された
写真や動画、そして収集された楽器や日常品の展示を通して、多様な側面を持つアルゼンチン文化を紐解いていく。


